教養講座 体罰を科学する by 山本 宏樹 & Hiroki Yamamoto
34 理大 科学フォーラム　2016（5）





































































































































































































































































































































































































































































注４ 　Gershoff, E. T., "Corporal punishment by parents 
and associated child behaviors and experiences：a 
meta-analytic and theoretical review." Psychological 
bulletin 128.4（2002）：539～579.
注５ 　さらにいえば，この種の研究のなかには，何らか
の理由で病院を受診した者を調査対象とした研究も
多く，体罰を受けて育ったにもかかわらず問題性が
発現していない者は調査対象になっていないため，
体罰の悪影響を過大評価している可能性が残りま
す。
注６ 　さらにいえば，団体競技では恐怖支配によって
「ロボット軍団」的なチームを作ることが競技成績
に結びつくこともあり，部活動の強豪校などで成果
を残すために保護者の側から体罰が要請されるとい
った場合もあります。
注７ 　もっとも「健康」概念が比較的明瞭な医療と比べ
て，教育では「健全な成長」の概念が曖昧であり，
子どもの権利条約に記された「子どもの最善の利
益」の実現をめぐって介入対象である子ども自身の
希望を尊重する必要もあります。また，子どもがな
ぜ体罰を必要とするほど荒れるのかについても十分
に検討する必要もあるでしょう。「教育愛」を通行
手形にして学校や社会の問題を免罪するべきではあ
りません。
